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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信環境において、信号を分離することを容易にする方法であって、
　直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）ネットワークに関連付けられた複数のキャリア間の
ＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイすることであって、前記ベリファイすることは、
隣接キャリアに適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価することにより前記
ＯＦＤＭシンボル持続時間が実質的に同一であるか否かを判定することによって、前記複
数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを保証する、ことと、
　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するため
に時間同期を適用することと、
　前記複数のキャリアからトーン間隔を受信することと、
　前記複数のキャリアについてキャリア間隔をあけることであって、ここで、前記キャリ
ア間隔は、トーン間隔の整数倍である、ことと
を備える方法。
【請求項２】
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信することをさらに備える請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
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　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
である請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　キャリア・ラスタを識別するためにネットワークを評価することをさらに備え、
　前記キャリア・ラスタは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいる請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記
キャリア間隔を計算することをさらに備え、
　前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔を適用
することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のう
ちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔を利用することをさらに備える請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術である請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信装置であって、
　　複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイすることであって、前記
ベリファイすることは、隣接キャリアに適用された複数のシステム間に互換性があるかを
評価することにより前記ＯＦＤＭシンボル持続時間が実質的に同一であるか否かを判定す
ることによって、前記複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを
保証する、ことと、
　　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するた
めに時間同期を適用することと、
　　前記複数のキャリアからトーン間隔を受信することと、
　　前記複数のキャリアについてキャリア間隔をあけることであって、ここで、前記キャ
リア間隔は、トーン間隔の整数倍である、ことと、
を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリと
を備える無線通信装置。
【請求項１１】
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信するように構成された少なくとも１つのプロ
セッサをさらに備える請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信するように構成された少なくとも１つのプロセッ
サをさらに備える請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１３】
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　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
である請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　キャリア・ラスタを識別するためにネットワークを評価するように構成された少なくと
も１つのプロセッサをさらに備え、
　前記キャリア・ラスタは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいる請求項１
０に記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記
キャリア間隔を計算するように構成された少なくとも１つのプロセッサをさらに備え、
　前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮する請求項１４に記載の無線通信
装置。
【請求項１６】
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔を適用
するように構成された少なくとも１つのプロセッサをさらに備える請求項１０に記載の無
線通信装置。
【請求項１７】
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のう
ちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔を利用するように構成された少なくとも１
つのプロセッサをさらに備える請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術である請求項１０に記載の無線通
信装置。
【請求項１９】
　無線通信環境において、信号の分離を可能にする無線通信装置であって、
　直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）ネットワークに関連付けられた複数のキャリア間の
ＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイする手段であって、前記ベリファイすることは、
隣接キャリアに適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価することにより前記
ＯＦＤＭシンボル持続時間が実質的に同一であるか否かを判定することによって、前記複
数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを保証する、手段と、
　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するため
に時間同期を適用する手段と、
　前記複数のキャリアからトーン間隔を受信する手段と、
　前記複数のキャリアについてキャリア間隔をあける手段とを備え、
　前記キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である無線通信装置。
【請求項２０】
　前記キャリア間隔は、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信される請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　前記キャリア間隔は、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信される請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２２】
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
である請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２３】
　キャリア・ラスタを識別するために前記ネットワークが評価され、前記キャリア・ラス
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タは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいる請求項１９に記載の無線通信装
置。
【請求項２４】
　前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記
キャリア間隔が計算され、前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮する請求
項２３に記載の無線通信装置。
【請求項２５】
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔が適用
される請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２６】
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のう
ちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔が利用される請求項１９に記載の無線通信
装置。
【請求項２７】
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術である請求項１９に記載の無線通
信装置。
【請求項２８】
　コンピュータ読取可能な記録媒体であって、
　少なくとも１つのコンピュータに対して、複数のキャリア間の直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボル持続時間をベリファイさせるためのコードであって、前記ベリファイ
することは、隣接キャリアに適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価するこ
とにより前記ＯＦＤＭシンボル持続時間が実質的に同一であるか否かを判定することによ
って、前記複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを保証する、
コードと、
　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するため
に、少なくとも１つのコンピュータに対して、時間同期を適用させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記複数のキャリアからトーン間隔を受信さ
せるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記複数のキャリアについてキャリア間隔を
あけさせるためのコードとを記録し、
　前記キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍であるコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２９】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供
基地局、ターゲット基地局、ネットワーク、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、
ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信さ
せるためのコードをさらに記録した請求項２８に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体
。
【請求項３０】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供
基地局、ターゲット基地局、ネットワーク、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、
ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信させる
ためのコードをさらに記録した請求項２８に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項３１】
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
である請求項２８に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項３２】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、キャリア・ラスタを識別するためにネットワ
ークを評価させるためのコードをさらに記録し、
　前記キャリア・ラスタは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいる請求項２
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８に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項３３】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との
最小公倍数を識別することに基づいて前記キャリア間隔を計算させるためのコードをさら
に記録し、
　前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮する請求項３２に記載のコンピュ
ータ読取可能な記録媒体。
【請求項３４】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記複数のキャリアから信号を分離するため
に、ネットワーク内にキャリア間隔を適用させるためのコードをさらに記録した請求項２
８に記載のコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項３５】
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記複数のキャリアから信号を分離するため
に、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔
を利用させるためのコードをさらに記録した請求項２８に記載のコンピュータ読取可能な
記録媒体。
【請求項３６】
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術である請求項２８に記載のコンピ
ュータ読取可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、２００８年６月９日に出願され“ＯＦＤＭ　ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ　ＯＦＦＳＥ
Ｔ　ＯＰＴＩＭＩＺＡＴＩＯＮ”と題された米国仮出願６１／０５９，８５９号の利益を
主張する。上記出願の全体は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の記載は、一般に、無線通信に関し、さらに詳しくは、隣接キャリア間の周波数オ
フセットに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムはさまざまなタイプの通信を提供するために広く開発され、例えば、
音声および／またはデータが、そのような無線通信システムによって提供されうる。一般
的な無線通信システムすなわちネットワークは、複数のユーザへ、１または複数の共有リ
ソース（例えば、帯域幅、送信電力）に対するアクセスを提供しうる。例えば、システム
は、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、符号分割多重化（ＣＤＭ）
、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）のような様々な多元接続技術を使用することができ
る。
【０００４】
　通常、無線多元接続通信システムは、複数のモバイル・デバイスのための通信を同時に
サポートすることができる。おのおののモバイル・デバイスは、順方向リンクおよび逆方
向リンクによる送信を介して、１または複数の基地局と通信することができる。順方向リ
ンク（すなわち、ダウンリンク）は、基地局からモバイル・デバイスへの通信リンクを称
し、逆方向リンク（すなわち、アップリンク）は、モバイル・デバイスから基地局への通
信リンクを称する。
【０００５】
　無線通信システムはしばしば、有効範囲領域を提供する１または複数の基地局を使用す
る。一般的な基地局は、ブロードキャスト・サービス、マルチキャスト・サービス、およ
び／またはユニキャスト・サービスのために複数のデータ・ストリームを送信することが
できる。これらデータ・ストリームは、モバイル・デバイスに対して興味のある独立した
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受信からなるデータのストリームでありうる。そのような基地局の有効範囲領域内のモバ
イル・デバイスは、合成ストリームによって搬送された１つ、複数、あるいはすべてのデ
ータ・ストリームを受信するために使用されうる。同様に、モバイル・デバイスは、基地
局あるいは別のモバイルのデバイスへデータを送信しうる。
【０００６】
　直交周波数分割多重化システムは、変調された情報を伝送するために、個別の周波数ト
ーンのセットを使用する。これらトーンは、トーン周波数間のオフセットと、ＯＦＤＭシ
ンボルの有用な部分の持続時間との間のある関係によって直交化される。すべてのトーン
の直交性を維持するために、サイクリック・プレフィクス挿入前のシンボル持続期間が、
隣接トーン間の周波数オフセットであるトーン間隔の逆数になるように選択される。異な
るトーンのセットを占有する２つの信号が、短い時間オフセットで受信される限り、混成
信号間の直交性が維持されうる。
【発明の概要】
【０００７】
　以下は、１または複数の実施形態の基本的な理解を与えるために、そのような実施形態
の簡略化された概要を示す。この概要は、考えられるすべての実施形態の広範囲な概観で
はなく、すべての実施形態の重要要素や決定的要素を特定することも、何れかまたはすべ
ての実施形態のスコープを線引きすることも意図されていない。その唯一の目的は、後に
示されるより詳細な記載に対する前置きとして、簡略化された形式で１または複数の実施
形態のいくつかの概念を表すことである。
【０００８】
　関連する態様にしたがって、無線通信環境内で、信号を分離することを容易にする方法
。この方法は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）ネットワークに関連付けられた複数の
キャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイすることを含みうる。ここで、ベリ
ファイすることは、複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを保
証する。さらに、この方法は、複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有
することを保証するために時間同期を適用することを含みうる。さらに、この方法は、複
数のキャリアからトーン間隔を受信することを備えうる。この方法はさらに、複数のキャ
リアについてキャリア間隔をあけることを含みうる。ここで、キャリア間隔は、トーン間
隔の整数倍である。
【０００９】
　別の態様は、無線通信装置に関する。この無線通信装置は、複数のキャリア間の直交周
波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルをベリファイし、複数のキャリアからの信号受信が
最小の時間オフセットを有することを保証するために時間同期を適用し、複数のキャリア
からトーン間隔を受信し、複数のキャリアについてキャリア間隔をあけること実施するよ
うに構成された少なくとも１つのプロセッサを含みうる。ここで、キャリア間隔は、トー
ン間隔の整数倍である。さらに、この無線通信装置は、少なくとも１つのプロセッサに接
続されたメモリを含みうる。
【００１０】
　また別の態様は、無線通信環境において、信号の分離を可能にする無線通信装置に関す
る。この無線通信装置は、ＯＦＤＭネットワークに関連付けられた複数のキャリア間の直
交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル持続時間をベリファイする手段を含みうる。さ
らに、この無線通信装置は、複数のキャリアからの信号受信が最小の時間オフセットを有
することを保証するために時間同期を適用する手段を備えうる。さらに、この無線通信装
置は、複数のキャリアからのトーン間隔を受信する手段を含みうる。さらに、この無線通
信装置は、複数のキャリアについてキャリア間隔をあける手段を備えうる。ここで、キャ
リア間隔は、トーン間隔の整数倍である。
【００１１】
　また別の態様は、コードを格納して有するコンピュータ読取可能媒体を有するコンピュ
ータ・プログラム製品に関する。このコードは、コンピュータに対して、複数のキャリア
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間の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル持続時間をベリファイさせ、複数のキャ
リアからの信号受信が最小の時間オフセットを有すことを保証するために時間同期を適用
させ、複数のキャリアからのトーン間隔を受信させ、複数のキャリアについてキャリア間
隔をあけることを実施させる。ここで、キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である。
【００１２】
　前述した目的および関連する目的を達成するために、１または複数の実施形態は、後に
十分に記載され、特許請求の範囲において特に指摘されている特徴を備える。次の記載お
よび添付図面は、１または複数の実施形態のある実例となる態様を詳細に記載する。しか
しながら、これらの態様は、さまざまな実施形態の原理が適用されるさまざまな方法のう
ちの僅かしか示しておらず、記載された実施形態は、そのような全ての局面およびそれら
の均等物を示すことが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本明細書に記載されたさまざまな態様にしたがう無線通信システムの実
例である。
【図２】図２は、無線通信環境において適用される通信装置の実例である。
【図３】図３は、キャリア・トーンに基づいて、隣接キャリア間で周波数オフセットを実
施することを容易にする無線通信システムの実例である。
【図４】図４は、主題とするイノベーションにしたがう送信機を利用するシステムの実例
である。
【図５】図５は、複数のキャリアからの信号分離を緩和するために、キャリア間隔を計算
する方法の実例である。
【図６】図６は、トーン間隔の整数倍を利用することにより、隣接キャリア間の周波数オ
フセットを識別する方法の実例である。
【図７】図７は、無線通信システムにおいてキャリア間隔あけを利用する信号分離を容易
にするモバイル・デバイスの実例である。
【図８】図８は、無線通信環境において、複数のキャリアにおけるトーン間に直交性を適
用することを容易にするシステムの実例である。
【図９】図９は、本明細書に記載されたさまざまなシステムおよび方法と共に適用されう
る無線ネットワーク環境の実例である。
【図１０】図１０は、複数のキャリアからの信号分離を緩和するためにキャリア間隔を計
算することを容易にするシステムの実例である。
【図１１】図１１は、無線通信環境において、トーン間隔の整数倍を利用することによっ
て、隣接キャリア間の周波数オフセットを識別するシステムの実例である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　さまざまな実施形態が、全体を通じて同一要素を示すために同一の参照番号が使用され
る図面を参照して説明される。次の記述では、説明の目的のために、多数の特定の詳細が
、１または複数の実施形態についての完全な理解を提供するために記述される。しかしな
がら、そのような実施形態は、これら具体的な詳細なしで実現されうることが明白であり
うる。他の事例では、１または複数の実施形態の記載を容易にするために、周知の構成お
よびデバイスがブロック図形式で示される。
【００１５】
　本明細書で使用されるように、用語「モジュール」、「構成要素」、「エンジン」、「
システム」等は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアとの組み
合わせ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアの何れかであるコンピュータ関連エ
ンティティを称することが意図される。例えば、構成要素は、限定される訳ではないが、
プロセッサ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行スレッド
、プログラム、および／またはコンピュータでありうる。例示によれば、コンピュータ・
デバイス上で実行中のアプリケーションと、コンピュータ・デバイスとの両方が構成要素
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になりえる。１または複数の構成要素は、プロセスおよび／または実行スレッド内に存在
し、構成要素は、１つのコンピュータに局在化されるか、および／または、複数のコンピ
ュータに分散されうる。さらに、これらの構成要素は、さまざまなデータ構造を格納した
さまざまなコンピュータ読取可能媒体から実行可能である。これら構成要素は、（例えば
、信号によってローカル・システムや分散システム内の他の構成要素とインタラクトする
１つの構成要素からのデータ、および／または、他のシステムを備えた例えばインターネ
ットのようなネットワークを経由して他の構成要素とインタラクトする１つの構成要素か
らのデータのような）１または複数のデータのパケットを有する信号にしたがって、ロー
カル処理および／またはリモート処理によって通信することができる。
【００１６】
　本明細書に記述された技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）システム、およびその他のシステムのようなさまざまな無線通信システムに使用する
ことができる。「システム」、「ネットワーク」という用語はしばしば置換可能に使用さ
れる。ＣＤＭＡシステムは、例えばユニバーサル地上ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、Ｃ
ＤＭＡ２０００等のようなラジオ技術を実現することができる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤ
ＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡのその他の変形を含んでいる。ＣＤＭＡ２０００は
、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭ
Ａシステムは、例えばグローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標））のような無
線技術を実現することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、例えばイボルブドＵＴＲＡ（Ｅ
－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、
フラッシュ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術を実現することができる。ＵＴＲ
ＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム
（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）は、
Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新リリースであり、ダウンリンクではＯＦＤＭＡを
用い、アップリンクではＳＣ－ＦＤＭＡを用いる。
【００１７】
　シングル・キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、シングル・キャリア変
調および周波数ドメイン等値化を用いる。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと類似
の性能を有し、本質的に全体的に同等の複雑さを有する。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、その固
有のシングル・キャリア構造により、より低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有する
。ＳＣ－ＦＤＭＡは、例えば、より低いＰＡＰＲが送信電力効率の観点からアクセス端末
に非常に役立つアップリンク通信で使用されうる。したがって、ＳＣ－ＦＤＭＡは、３Ｇ
ＰＰロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）すなわちイボルブドＵＴＲＡにおける
アップリンク多元接続性スキームとして実施されうる。
【００１８】
　さらに、本明細書では、さまざまな実施形態が、モバイル・デバイスに関連して記載さ
れる。モバイル・デバイスはまた、システム、加入者ユニット、加入者局、モバイル局、
モバイル、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、無線通信デバイス、ユ
ーザ・エージェント、ユーザ・デバイス、あるいはユーザ機器（ＵＥ）とも称されうる。
モバイル・デバイスは、セルラ電話、コードレス電話、セッション初期化プロトコル（Ｓ
ＩＰ）電話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続機
能を有する携帯型デバイス、コンピュータ・デバイス、あるいは無線モデムに接続された
その他の処理デバイスでありうる。さらに、本明細書では、さまざまな実施形態が、基地
局に関連して記載される。基地局はモバイル・デバイスと通信するために利用することが
でき、アクセス・ポイント、ノードＢあるいはその他の用語で称されうる。
【００１９】
　さらに、本明細書に記載のさまざまな態様または特徴は、標準的なプログラミング技術
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および／またはエンジニアリング技術を用いた方法、装置、または製造物品として実現さ
れうる。本明細書で使用される用語「製造物品」は、任意のコンピュータ読取可能デバイ
ス、キャリア、または媒体からアクセスすることが可能なコンピュータ・プログラムを含
むことが意図される。例えば、コンピュータ読取可能媒体は、限定される訳ではないが、
磁気記憶装置（例えば、ハード・ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気スト
リップなど）、光ディスク（例えば、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、ＤＶＤなど）、ス
マート・カード、およびフラッシュ・メモリ・デバイス（例えば、ＥＰＲＯＭ、カード、
スティック、キー・ドライブなど）を含みうる。さらに、本明細書に記載されたさまざま
な記憶媒体は、情報を格納するための１または複数のデバイス、および／または、その他
の機械読取可能媒体を表すことができる。用語「機械読取可能媒体」は、限定されること
なく、無線チャネル、および、命令群および／またはデータを格納、包含、および／また
は搬送することができるその他任意の媒体を含みうる。
【００２０】
　図１に示すように、本明細書に記載されたさまざまな実施形態にしたがった無線通信シ
ステム１００が例示されている。システム１００は、複数のアンテナ・グループを含むこ
とができる基地局１０２を含む。例えば、１つのアンテナ・グループは、アンテナ１０４
およびアンテナ１０６を含むことができ、別のグループはアンテナ１０８およびアンテナ
１１０を備えることができ、さらに別のグループはアンテナ１１２およびアンテナ１１４
を含むことができる。おのおののアンテナ・グループについて２つのアンテナしか例示さ
れていないが、２本より多いアンテナ、または２本より少ないアンテナも、各グループの
ために利用されうる。基地局１０２はさらに、送信機チェーンおよび受信機チェーンを含
みうる。それらおのおのは、当業者によって理解されるように、信号の送信および受信に
関連する複数の構成要素（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマ
ルチプレクサ、アンテナなど）を備えうる。
【００２１】
　基地局１０２は、例えばモバイル・デバイス１１６およびモバイル・デバイス１２２の
ような１または複数のモバイル・デバイスと通信しうる。しかしながら、基地局１０２は
、モバイル・デバイス１１６およびモバイル・デバイス１２２に類似した実質的に任意の
数のモバイル・デバイスと通信しうることが理解されるべきである。モバイル・デバイス
１１６、１２２は例えば、セルラ電話、スマート・フォン、ラップトップ、ハンドヘルド
通信デバイス、ハンドヘルド・コンピュータ・デバイス、衛星ラジオ、全地球測位システ
ム、ＰＤＡ、および／または、無線通信システム１００を介して通信するのに適切なその
他任意のデバイスでありうる。図示するように、モバイル・デバイス１１６は、アンテナ
１１２およびアンテナ１１４と通信している。ここで、アンテナ１１２およびアンテナ１
１４は、順方向リンク１１８によってアクセス端末１１６へ情報を送信し、逆方向リンク
１２０によってアクセス端末１１６から情報を受信する。さらに、モバイル・デバイス１
２２はアンテナ１０４およびアンテナ１０６と通信している。ここで、アンテナ１０４お
よびアンテナ１０６は、順方向リンク１２４でアクセス端末１２２へ情報を送信し、逆方
向リンク１２６でアクセス端末１２２から情報を受信する。周波数分割デュプレクス（Ｆ
ＤＤ）システムでは、例えば、順方向リンク１１８は、逆方向リンク１２０によって使用
されるものとは異なる周波数帯域を使用し、順方向リンク１２４は、逆方向リンク１２６
によって使用されるものとは異なる周波数帯域を使用することができる。さらに、時分割
デュプレクス（ＴＤＤ）システムでは、順方向リンク１１８および逆方向リンク１２０は
、共通の周波数帯域を使用し、順方向リンク１２４および逆方向リンク１２６は、共通の
周波数帯域を使用することができる。
【００２２】
　通信するように指定された領域および／またはアンテナのおのおののグループは、基地
局１０２のセクタと称されうる。例えば、基地局１０２によってカバーされる領域のセク
タ内のアクセス端末に通信するように、複数のアンテナが設計されうる。順方向リンク１
１８および順方向リンク１２４による通信では、基地局１０２の送信アンテナは、アクセ
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ス端末１１６およびアクセス端末１２２のための順方向リンク１１８および順方向リンク
１２４の信号対雑音比を改善するためにビームフォーミングを適用することができる。ま
た、基地局１０２が、関連付けられた有効通信範囲にランダムに散在したモバイル・デバ
イス１１６、１２２に送信するためにビームフォーミングを利用している間、近隣セル内
のモバイル・デバイスは、すべてのモバイル・デバイスに対して単一のアンテナによって
送信している基地局に比べて、少ない干渉しか被らない。
【００２３】
　基地局１０２（および／または基地局１０２のおのおののセクタ）は、１または複数の
多元接続技術（例えば、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ）を使用しうる。例
えば、基地局１０２は、対応する帯域幅においてモバイル・デバイス（例えば、モバイル
・デバイス１１６、１２２）と通信するために特定の技術を利用しうる。さらに、基地局
１０２によって、１より多くの技術が適用される場合、おのおのの技術は、それぞれの帯
域幅に関連付けられうる。本明細書に記載された技術は下記を含みうる。グローバル・シ
ステム・フォー・モバイル（ＧＳＭ（登録商標））、汎用パケット・ラジオ・サービス（
ＧＰＲＳ）、エンハンスト・データ・レート・フォーＧＳＭイボリューション（ＥＤＧＥ
）、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）、広帯域
符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）、ｃｄｍａＯｎｅ（ＩＳ－９５）、ＣＤＭＡ２０００
、イボリューション－データ・オプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）、ウルトラ・モバイル・
ブロードバンド（ＵＭＢ）、ワールドワイド・インタオペラビリティ・フォー・マイクロ
ウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）、ＭｅｄｉａＦＬＯ、デジタル・マルチメディア・ブ
ロードキャスティング（ＤＭＢ）、デジタル・ビデオ・ブロードキャスティング－ハンド
ヘルド（ＤＶＢ－Ｈ）等。前述した技術のリストは、例として与えられたものであって、
権利主張される主題はそれに限定されないことが認識されるべきである。実質的に任意の
無線通信技術が、特許請求の範囲内にあることが意図されること
　基地局１０２は、第１の技術を用いて第１の帯域幅を利用しうる。さらに、基地局１０
２は、第１の技術に対応するパイロットを、第２の帯域幅で送信しうる。例示によれば、
第２の帯域幅は、基地局１０２、および／または、通信のために任意の第２の技術を利用
する別の基地局（図示せず）によって導入されうる。さらに、パイロットは、第１の技術
の存在を（例えば、第２の技術によって通信しているモバイル・デバイスへ）示しうる。
例えば、パイロットは、第１の技術の存在に関する情報を伝送するビットを使用しうる。
さらに、例えば、第１の技術を利用するセクタのセクタＩＤ、第１の周波数帯域幅を示す
キャリア・インデクス等のような情報がパイロットに含まれうる。
【００２４】
　別の例によれば、パイロットは、ビーコン（および／またはビーコンのシーケンス）で
ありうる。ビーコンは、ＯＦＤＭシンボルでありうる。ここでは、電力の大部分が、１つ
のサブキャリアまたは少数のサブキャリア（例えば、少ない数のサブキャリア）で送信さ
れる。したがって、ビーコンは、モバイル・デバイスによって観察されうる強いピークを
もたらすが、同時に、帯域幅の狭い部分において、データと干渉する（例えば、帯域幅の
残りの部分は、ビーコンによって影響されない）。この例によれば、第１のセクタは、第
１の帯域幅で、ＣＤＭＡによって通信し、第２のセクタは、第２の帯域幅で、ＯＦＤＭに
よって通信しうる。したがって、第１のセクタは、第２の帯域幅においてＯＦＤＭビーコ
ン（またはＯＦＤＭビーコンのシーケンス）を（例えば、第２の帯域幅においてＯＦＤＭ
を利用して動作しているモバイル・デバイスへ）送信することによって、第１の帯域幅に
おけるＣＤＭＡの利用可能性を示しうる。
【００２５】
　主題とするイノベーションは、無線通信環境内、および一般的には、任意の適切なＯＦ
ＤＭベースのネットワーク内での信号分離を高めることができる。記載されたシステムお
よび／または方法は、複数のキャリアからのトーン間の直交性を保証するために適用され
うるキャリア間隔を生成しうる。特に、主題とするイノベーションは、（例えば１つのキ
ャリアのような）所与のキャリア内のトーン間の直交性に実質的に同一である別のキャリ



(11) JP 5204302 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

アからのトーン間の直交性を提供するキャリア間隔を適用する。権利主張される主題は、
複数のキャリアからのトーン間隔を評価し、複数のキャリアのトーン間隔の整数倍である
キャリア間隔を利用しうる。さらに、複数のキャリアは、実質的に同一のＯＦＤＭシンボ
ル持続時間を有することのみならず、時間同期していること（例えば、最小の時間オフセ
ットを有すること）が保証されうる。さらに、権利主張される主題は、キャリア間隔を計
算するために、ネットワークに関連するキャリア・ラスタを導入しうる。ここでは、キャ
リア・ラスタとトーン間隔との最小公倍数が、キャリア間隔を規定しうる。さらに、キャ
リア・ラスタは、許容差を含みうることが認識されるべきである。ここでは、キャリア・
ラスタとトーン間隔との最小公倍数が、この許容差にしたがって設定されうる。さらに、
主題とするイノベーションは、セルラ・ネットワーク、無線ネットワーク、無線ローカル
・エリア・ネットワーク（ＷｉＬＡＮ）、ＷｉＦｉ、ルータ・ベースのネットワーク、Ｏ
ＦＤＭベースのネットワーク、ピア・トゥ・ピア・ネットワーク、ＯＦＤＭのようなシス
テム、帯域幅をトーンに分割するネットワーク、および／または、ＯＦＤＭ技術を適用し
うるその他任意の適切なネットワークでありうることが認識されるべきである。
【００２６】
　図２に移って、無線通信環境内で適用される通信装置２００が例示される。この通信装
置２００は、基地局またはその一部、モバイル・デバイスまたはその一部、ネットワーク
、ＯＦＤＭネットワーク、トーンを用いて帯域幅を分割するネットワーク、あるいは、無
線通信ネットワークにおけるデータの送信／受信を行う実質的に任意の通信装置でありう
る。
【００２７】
　通信装置２００は、複数のキャリア間の最小時間オフセットを保証するために、これら
複数のキャリアの時間同期をとりうる同期構成要素２０２を含みうる。同期構成要素２０
２は、キャリアを、絶対時間基準に同期させうる。ここでは、同期をとられた２つのキャ
リアが適用されうる。同期構成要素２０２は、ＯＦＤＭシンボルが、複数のキャリア間で
マッチすることを保証しうることが認識されるべきである。最小時間オフセットは、複数
のキャリアからのＯＦＤＭシンボル間の開始の差であり、サイクリック・プレフィクスの
長さを超えない。同期構成要素２０２は、任意の適切な時間同期技術を適用しうることが
認識されるべきである。例えば、キャリアはそれぞれ、共通のまたは共有された基準に同
期されうる。他の例では、複数のキャリアは、例えば全地球測位システム（ＧＰＳ）のよ
うな人工衛星ナビゲーション・システムと同期されうる。
【００２８】
　通信装置２００はさらに、計算エンジン２０４を含みうる。この計算エンジン２０４は
、複数のキャリアのキャリア間隔を生成しうる。特に、計算エンジン２０４は、トーン間
隔を受信し、トーン間隔の整数倍であるキャリア間隔を識別しうる。他の例では、計算エ
ンジン２０４は、トーン間隔およびキャリア・ラスタを受信し、トーン間隔とキャリア・
ラスタとの最小公倍数であるキャリア間隔を定義しうる。さらに、キャリア・ラスタは、
許容差を含みうることが認識されるべきである。ここでは、キャリア・ラスタとトーン間
隔との最小公倍数が、この許容差にしたがって設定されうる。通信装置２００は、複数の
キャリアのためのキャリア間隔を適用したり、あるいはキャリア間隔をあけるリダクショ
ン・モジュール２０６を含みうる。リダクション・モジュール２０６は、異なるキャリア
からのトーン間に直交性を提供するキャリア間隔に基づいて、信号分離を可能にするキャ
リア間隔を適用しうる。
【００２９】
　さらに、通信装置２００は、複数のキャリア間の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シ
ンボル持続時間をベリファイすることと、複数のキャリアからの信号受信が最小の時間オ
フセットを有することを保証するために時間同期を適用することと、複数のキャリアから
トーン間隔を受信することと、複数のキャリアについて、トーン間隔の整数倍であるキャ
リア間隔をあけることと、あけられたキャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、タ
ーゲット基地局、ネットワーク、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネ
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ットワーク、あるいはｅＮｏｄｅ　Ｂ等のうちの少なくとも１つを用いて受信することと
、に関連する命令群を保持するメモリを含みうる。さらに、通信装置２００は、（例えば
、メモリ内に保持された命令群、別のソースから取得された命令群のような）命令群を実
行することに関連して利用されるプロセッサを含みうる。
【００３０】
　図３に示すように、キャリア・トーンに基づいて隣接キャリア間で周波数オフセットを
実施する無線通信システム３００が例示されている。システム３００は、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）および／または基地局３０４（および／または、任意の数の別の基地局および／また
はモバイル・デバイス（図示せず））と通信するネットワーク３０２を含む。ネットワー
ク３０２は、ハード接続である順方向リンク・チャネルによって基地局／ＵＥ３０４へ情
報を送信する。ネットワーク３０２はさらに、ハード接続である逆方向リンク・チャネル
によって基地局／ＵＥ３０４から情報を受信する。さらに、システム３００は、ＭＩＭＯ
システムでありうる。さらに、システム３００は、ＯＦＤＭＡ無線ネットワーク、３ＧＰ
Ｐ　ＬＴＥ無線ネットワーク等において動作しうる。また、図示および以下に説明するネ
ットワーク３０２内の構成要素および機能は、一例として、逆に基地局／ＵＥ３０４内に
も存在しうる。そして、図示する構成は、説明を簡単にするために、これら構成要素を除
外している。一般に、ネットワーク３０２は、限定される訳ではないが、セルラ・ネット
ワーク、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベース・ネットワーク、Ｏ
ＦＤＭベース・ネットワーク、ピア・トゥ・ピア・ネットワーク、ＯＦＤＭのようなシス
テム、帯域幅をトーンに分割するネットワーク、および／または、ＯＦＤＭ技術を適用し
うるその他任意の適切なネットワークでありうる。
【００３１】
　ネットワーク３０２は、複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイす
る同期構成要素３０６を含みうる。特に、同期構成要素３０６は、ＯＦＤＭシンボル持続
時間が、複数のキャリア間で実質的に同一であるか、および／または、隣接キャリアに互
換システムが適用されているかを判定するために、複数のキャリアを評価しうる。同期構
成要素３０６はさらに、最小あるいは小さな時間オフセットを生成するために、複数のキ
ャリア間の時間同期を強化しうる。同期構成要素３０６は、限定される訳ではないが、（
例えばＧＰＳのような）衛星同期、時間／クロック同期等のような任意の適切な時間同期
技術を利用しうる。
【００３２】
　ネットワーク３０２はさらに、複数のキャリアからトーン間隔を受信する受信モジュー
ル３０８を含みうる。さらに、受信モジュール３０８は、限定される訳ではないが、ＬＴ
Ｅネットワークのような任意の適切なネットワークからキャリア・ラスタを収集しうる。
ネットワーク３０２は、トーン間隔に少なくとも部分的に基づいてキャリア間隔を識別す
る計算エンジン３１０を含みうる。ここで、キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である
。さらに、計算エンジン３１０は、（例えば、隣接キャリア間の周波数オフセットのよう
な）キャリア間隔を、トーン間隔とキャリア・ラスタとの最小公倍数として定義しうる。
さらに、キャリア・ラスタは、許容差を含み、この許容差にしたがって、キャリア・ラス
タとトーン間隔との最小公倍数が設定されうることが認識されるべきである。
【００３３】
　基地局／ＵＥ３０４は、受信モジュール３１２を含みうる。受信モジュール３１２は、
定義または識別されたキャリア間隔を収集しうる。基地局／ＵＥ３０４はさらに、通信環
境内での信号の分離を容易にするために、キャリア間隔を利用するリダクション・モジュ
ール３１４を含みうる。例えば、通信環境は、限定される訳ではないが、ＯＦＤＭベース
のネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ピア・トゥ・ピア・ネットワーク、セルラ・ネ
ットワーク、帯域幅を分割するためにトーンを利用するネットワーク等でありうる。
【００３４】
　さらに、図示していないが、ネットワーク３０２は、複数のキャリア間の直交周波数分
割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル持続時間をベリファイすることと、複数のキャリアからの
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信号受信が最小の時間オフセットを有することを保証するために時間同期を適用すること
と、複数のキャリアからトーン間隔を受信することと、複数のキャリアについて、トーン
間隔の整数倍であるキャリア間隔をあけることと、あけられたキャリア間隔を、基地局、
サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク、サーバ、モバイル・デバイス、
ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄｅ　Ｂ等のうちの少なくとも１つ
を用いて送信することと、に関連する命令群を保持するメモリを含みうることが認識され
るべきである。さらに、ネットワーク３０２は、（例えば、メモリ内に保持された命令群
、別のソースから取得した命令群のような）命令群を実行することに関連して利用されう
るプロセッサを含みうる。
【００３５】
　図４を参照して、主題とする開示の１または複数の態様にしたがう無線通信システム４
００の一例が例示される。特に、図４は、主題とするイノベーションにしたがって動作す
るように構成された送信機３００を含むシステム４００を例示する。キャリア間隔に関し
、従来のＯＦＤＭシステムで使用される原理は、異なるキャリア周波数に関連付けられた
信号に適用されうる。参照されるキャリア周波数は、例えば基地局のような所与の送信ソ
ースからの単一の送信のために使用されるトーンのうちの中心（ＤＣ）周波数である。ま
たキャリア周波数はしばしば、ＲＦまたはラジオ周波数キャリア周波数または（ＲＦ）チ
ャネルと称される。送信されたそれぞれの信号間の干渉を低減するために、異なる基地局
は、異なるキャリア周波数を使用しうる。これは、配置が調整されてない（基地局が、同
一場所に配置されていない）別の無線オペレータに基地局が属する場合、特に重要である
。この場合、ユーザ機器（ＵＥ）は、別のキャリアからの強い信号が存在している中で、
弱い所望の信号を受信する。異なるキャリアを占有するこれら２つの信号は、より弱い所
望の信号の受信を可能にするために不可欠である。
【００３６】
　従来、異なるキャリアの信号分離は、受信機におけるフィルタリングによって実行され
る。そのようなフィルタリングは、ハードウェアあるいはソフトウェアのサポートを必要
とする。これは、受信機のコストおよび複雑さを増大させる。必要なフィルタリングに対
する要求は、異なるキャリアからのトーン間での直交性のタイプが、上述された所与のキ
ャリア内のトーン間での直交性と同じ場合に、低減される。これは、一般に、以下の条件
が満足されることを意味する。
【００３７】
　１．２つのキャリア内のＯＦＤＭシンボル持続時間が類似している。　
　２．ＵＥが、小さな時間オフセットを持つ２つのキャリアから信号を受信している。小
さな時間オフセットは、２つのキャリアからのＯＦＤＭシンボルの開始間の差が、サイク
リック・プレフィクスの長さを超えないことを意味する。　
　３．２つのキャリアのトーン間の周波数オフセットが、ＯＦＤＭシンボル持続時間の逆
数に関連している。一般に、これは、キャリア間隔をあけること、すなわち、隣接キャリ
ア間の周波数オフセット、キャリア内のトーン間隔の整数倍をあけることによって達成さ
れうる。
【００３８】
　条件１は、隣接キャリアに互換システムを適用することによって自動的に満たされる。
条件２は、時間同期によって達成されうる。例は、おのおののキャリアに関連付けられた
システム時間が、例えば、ＧＰＳのような衛星ナビゲーション・システムに同期されるよ
うな、共通の基準に同期化される場合である。同様に、その他の時間同期方法も存在しう
る。条件３は、キャリア間隔の適切な選択によって達成されうる。キャリア間隔はしばし
ば、エア・インタフェース規格によって指示される。しかしながら、この場合であっても
、周波数基準に対して許容されている周波数範囲の不確定性によって、精細なキャリア・
オフセット調節が可能となる。
【００３９】
　これまで、ダウンリンク（ＤＬ）のためのキャリア間隔最適化の方法が説明された。さ
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らに、同じ利益は、アップリンク（ＵＬ）に対しても適用可能である。実際、ＤＬ－ＵＬ
周波数分離（ＴＤＤについてゼロ、ＦＤＤについて非ゼロ）は一般に、隣接キャリアにつ
いて同じであるので、最適なＤＬキャリア間隔は、最適なＵＬキャリア間隔も自動的に保
証する。
【００４０】
　３つのキャリア周波数を持つモバイルＷｉＭＡＸシステムを例として検討する。当然な
がら、条件１が満たされる。なぜなら、一般的な規格によって指定されているように、３
つすべてのキャリアが、同じタイプのＯＦＤＭＡ信号を送信すると仮定されるからである
。所与のキャリア周波数について、モバイルＷｉＭＡＸは、一般に、同時に適用されるの
で、一般に、条件２が満たされる。条件３を満たすことは困難である。なぜなら、１つの
実施形態では、キャリア周波数間隔は、１つの規格では、２５０ｋＨｚからなるステップ
として定義されるが、一般的な１０ＭＨｚチャネル帯域幅のトーン間隔は、１１．２ＭＨ
ｚ／１０２４＝１０．９３７５ｋＨｚだからである。以下のノミナルな（１０ＭＨｚ間隔
の）キャリア周波数をもつ３つの基地局を考慮する。　
　１．　Ａ＝２．４９６ＧＨｚ、　
　２．　Ｂ＝２．５０６ＧＨｚ、　
　３．　Ｃ＝２．５１６ＧＨｚ。
【００４１】
　これら基地局は、同じプロバイダによって、あるいは、異なるプロバイダ間の調整によ
って動作されていると仮定すると、基地局Ａは、その実際の中心周波数がＡ’＝２．４９
６ＧＨｚ＋３．１２４ｋＨｚになるように、その基準発振器の周波数を増加させうる。基
地局Ｃは、その実際の周波数がＣ’＝２．５１６ＧＨｚ－３．１２４ｋＨｚになるように
、その基準発振器の周波数を減少させうる。基地局Ｂと基地局Ｃの実際の周波数における
偏差は、約１．２ｐｐｍであるので、まだ、±２ｐｐｍである許容範囲内にある。Ａ＆Ｃ
の周波数を変化させることによって、Ａ＆Ｂと、Ｂ＆Ｃとのキャリア周波数差は、９，９
９６，８７５Ｈｚに低減される。これは、トーン間隔の整数倍（９，９９６，８７５Ｈｚ
の＝９１４×１０．９３７５ｋＨｚ）である。
【００４２】
　システム４００に移って、プロセッサ４０２は、（例えば、システム４００としても称
される）送信機４００によって使用されるものとは異なるキャリア周波数を用いる第２の
送信機を有するＯＦＤＭ無線通信システムにおいて直交性を提供する動作を実行するため
に必要とされるステップを実行するのに必要なハードウェアおよび／またはソフトウェア
を含む。プロセッサ４０２は、一般に、前述した処理を実行するためのコンピュータ読取
可能命令群を提供するメモリ４０４に接続されている。メモリ４０４はまた、送信機４０
０が動作するためのその他の適切な情報を格納するためにも使用される。タイミング・モ
ジュール４０６は、送信機４００と第２の送信機との間のタイミングを調整するために必
要なハードウェアおよび／またはソフトウェアを備える。例えば、タイミング・モジュー
ル４０６は、地球軌道衛星の座標からタイミング情報を受信するＧＰＳモジュールを備え
うる。タイミング・モジュール４０６は、その代わりに、全体的なシステム時間を用いて
定期的に更新されるタイマを備えうる。別の実施形態では、タイミング・モジュール４０
６の機能が、プロセッサ４０２、または、送信機４００内のその他任意の機能ブロックへ
組み込まれうる。
【００４３】
　いずれにせよ、タイミング・モジュール４０６からのタイミング情報が、プロセッサ４
０２へ送信される。これによって、プロセッサ４０２は、第２の送信機との間の送信タイ
ミングを調整することができる。例えば、プロセッサ４０２は、送信用のデータを、第２
の送信機において使用されるものと類似したＯＦＤＭシンボル持続時間を有するＯＦＤＭ
シンボルへ変換することによって、この送信用のデータを処理するように構成されている
。さらに、プロセッサ４０２は、キャリア周波数によって使用されるＯＦＤＭトーン間に
周波数オフセットを提供する。この周波数オフセットは、一般に、第２の送信機によって
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使用されるＯＦＤＭトーン間の周波数オフセットと同じであるか、あるいは類似している
。一般に、２つのキャリア周波数は、ＯＦＤＭシンボル持続時間の逆数に関連する。ＯＦ
ＤＭ変調されたデータはその後、第２の信号が第２の基地局から送信された時から、あら
かじめ定めた期間内に、ＲＦモジュール４０８およびアンテナ４１０を用いた周知のＲＦ
技術を用いて送信される。
【００４４】
　図５乃至図６を参照して、オーバヘッドおよび電力消費量を低減しながら、アップリン
ク・タイミング制御を提供することに関連する方法が例示される。説明を単純にする目的
で、これら方法は、一連の動作として示され説明されているが、これら方法は、１または
複数の実施形態にしたがって、幾つかの動作が本明細書で示され記載されたものとは異な
る順序で、あるいは他の動作と同時に生じうるので、動作の順序によって限定されないこ
とが理解され認識されるべきである。例えば、当業者であれば、これら方法はその代わり
に、例えば状態図におけるように、一連の相互関連する状態またはイベントとして表され
うることを理解し認識するだろう。さらに、１または複数の実施形態にしたがって方法を
実現するために、必ずしも例示されたすべての動作が必要とされる訳ではない。
【００４５】
　図５に移って、複数のキャリアからの信号分離を緩和するために、キャリア間隔を計算
することを容易にする方法５００が例示される。参照番号５０２では、直交周波数分割多
重化（ＯＦＤＭ）シンボル持続時間が、複数のキャリア間でベリファイされうる。これは
、複数のキャリアにおけるＯＦＤＭシンボル間のマッチングを保証しうる。参照番号５０
４では、複数のキャリアからの信号受信が最小のオフセットを有することを保証するため
に、時間同期が適用されうる。参照番号５０６では、複数のキャリアからトーン間隔が受
信されうる。参照番号５０８では、複数のキャリアのトーン間隔をあけることが実施され
る。ここで、キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である。キャリア間隔はさらに、キャ
リア・ラスタとトーン間隔との最小公倍数に基づいて計算されうることが認識されるべき
である。さらに、キャリア・ラスタは、許容差を含み、この許容差にしたがって、キャリ
ア・ラスタとトーン間隔との最小公倍数が設定されうることが認識されるべきである。参
照番号５１０では、実施されたキャリア間隔が受信されうる。
【００４６】
　図６を参照して、トーン間隔の整数倍を利用することにより、隣接キャリア間の周波数
オフセットを識別することを容易にする方法６００が示される。参照番号６０２では、直
交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル持続時間が、複数のキャリア間でベリファイさ
れる。これは、複数のキャリアについての、ＯＦＤＭシンボル間のマッチングである。参
照番号６０４では、複数のキャリアからの信号受信が、最小のオフセットを有することを
保証するために、時間同期が適用されうる。参照番号６０６では、複数のキャリアからト
ーン間隔が受信されうる。参照番号６０８では、複数のキャリアのキャリア間隔があけら
れうる。ここで、キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である。キャリア間隔はさらに、
キャリア・ラスタとトーン間隔との最小公倍数に基づいて計算されうることが認識される
べきである。さらに、キャリア・ラスターは許容差を含んでおり、ここで、キャリア・ラ
スタとトーン間隔との最小公倍数は、この許容差にしたがって設定されうることが認識さ
れるべきである。参照番号６１０では、実施されたキャリア間隔が送信されうる。
【００４７】
　図７は、無線通信システムにおいてキャリア間隔を用いて信号分離を容易にするモバイ
ル・デバイス７００の実例である。モバイル・デバイス７００は、例えば（図示しない）
受信アンテナから信号を受信し、受信した信号について一般的な動作（例えば、フィルタ
、増幅、ダウンコンバート等）を実行し、これら調整された信号をデジタル化してサンプ
ルを得る受信機７０２を備えうる。受信機７０２は、受信したシンボルを復調し、それら
をチャネル推定のためにプロセッサ７０６へ提供する復調器７０４を備えうる。プロセッ
サ７０６は、受信機７０２によって受信された情報を分析すること、および／または、送
信機７１６による送信のための情報を生成することに特化されたプロセッサ、モバイル・
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デバイス７００の１または複数の構成要素を制御するプロセッサ、および／または、受信
機７０２によって受信された情報を分析することと、送信機７１６による送信のための情
報を生成することと、モバイル・デバイス７００のうちの１または複数の構成要素を制御
することとのすべて行うプロセッサでありうる。
【００４８】
　モバイル・デバイス７００はさらに、プロセッサ７０６に動作可能に接続されたメモリ
７０８を備える。このメモリは、送信されるべきデータと、受信したデータと、利用可能
なチャネルに関連する情報と、分析された信号および／または干渉強度に関連付けられた
データと、割り当てられたチャネル、電力、レート等に関連する情報と、チャネルの推定
およびチャネルを介した通信のために適切なその他任意の情報とを格納しうる。メモリ７
０８はさらに、（例えば、パフォーマンス・ベース、キャパシティ・ベース等での）チャ
ネルの推定および／または利用に関連付けられたアルゴリズムおよび／またはプロトコル
を格納しうる。
【００４９】
　本明細書に記載されたデータ・ストア（例えば、メモリ７０８）は、揮発性メモリであ
るか、あるいは不揮発性メモリである。あるいは、揮発性メモリと不揮発性メモリとの両
方を含みうることが認識されるだろう。限定ではなく例示によって、不揮発性メモリは、
読取専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電子的プログラマブル
ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電子的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、あるいはフラッシュ
・メモリを含みうる。揮発性メモリは、外部キャッシュ・メモリとして動作するランダム
・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）を含みうる。限定ではなく例示によって、ＲＡＭは、例え
ばシンクロナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤ
ＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブル・データ・レートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、エ
ンハンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およ
びダイレクト・ラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような多くの形態で利用可能である。主
題となるシステムおよび方法のメモリ７０８は、限定される訳ではないが、これらおよび
その他任意の適切なタイプのメモリを備えることが意図される。
【００５０】
　プロセッサ７０６はさらに、同期構成要素７１０あるいは計算エンジン７１２のうちの
少なくとも１つと動作可能に接続されうる。同期構成要素７１０は、キャリア間隔をあけ
ることを実施するために、さまざまな条件が満たされることを保証しうる。例えば、同期
構成要素７１０は、複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間が、実質的に同一であ
ることを確認しうる。さらに、同期構成要素７１０は、複数のキャリア間の時間同期を保
証しうる。計算エンジン７１２は、キャリア間隔を決定しうる。ここで、キャリア間隔は
、複数のキャリアに関連するトーン間隔の整数倍でありうる。別の例において、計算エン
ジン７１２は、トーン間隔とキャリア・ラスタとの最小公倍数に基づいてキャリア間隔を
決定しうる。
【００５１】
　モバイル・デバイス７００はさらに、信号を変調する変調器７１４と、この信号を例え
ば基地局、他のモバイル・デバイス等へ送信する送信機７１６とを備える。プロセッサ７
０６と別に示されているが、同期構成要素７１０、計算エンジン７１２、復調器７０４、
および／または変調器７１４は、プロセッサ７０６または複数のプロセッサ（図示せず）
の一部でありうることが認識されるべきである。
【００５２】
　図８は、既に説明したように、複数のキャリアにおけるトーン間に直交性を適用するこ
とを容易にするシステム８００の実例である。このシステム８００は、複数の受信アンテ
ナ８０６によって１または複数のモバイル・デバイス８０４から信号を受信する受信機８
１０と、送信アンテナ８０８によって１または複数のモバイル・デバイス８０４へ信号を
送信する送信機８２４とを備える、基地局８０２（例えば、アクセス・ポイント）を備え
る。受信機８１０は、受信アンテナ８０６から情報を受信する。さらに、受信した情報を
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復調する復調器８１２と動作可能に関連付けられている。復調されたシンボルは、図７に
関連して上述されたプロセッサと類似のプロセッサ８１４によって分析される。プロセッ
サ８１４は、信号（例えばパイロット）強度および／または干渉強度を推定することに関
連する情報、モバイル・デバイス８０４（または（図示しない）別の基地局）へ／から送
信される／受信されたデータ、および／または、本明細書に記載されたさまざまな動作お
よび機能を実行することに関連するその他任意の適切な情報を格納するメモリ８１６に結
合されている。プロセッサ８１４はさらに、モバイル・デバイス８０４がタイミング・ア
ップデートを必要とするかを確認しうるタイミング調節決定部８１８に接続されうる。さ
らに、プロセッサ８１４は、特定された必要性にしたがって、モバイル・デバイス８０４
のタイミング・アップデートを更新するタイミング調節コマンドを生成するタイミング調
節評価部８２０に接続されうる。
【００５３】
　さらに、プロセッサ８１４は、同期構成要素８１８または計算エンジン８２０のうちの
少なくとも１つに接続されうる。同期構成要素７１０は、キャリア間隔あけを実施するた
めに、さまざまな条件が満足されることを保証しうる。例えば、同期構成要素７１０は、
複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間が実質的に同一であるかをベリファイしう
る。さらに、同期構成要素７１０は、複数のキャリア間の時間同期を保証しうる。計算エ
ンジン７１２は、キャリア間隔を判定しうる。ここで、キャリア間隔は、複数のキャリア
に関連するトーン間隔の整数倍でありうる。別の例において、計算エンジン７１２は、ト
ーン間隔とキャリア・ラスタの最小公倍数に基づいて、キャリア間隔を決定しうる。さら
に、プロセッサ８１４と別に示されているが、同期構成要素８１８、計算エンジン８２０
、復調器８１２、および／または変調器８２２は、プロセッサ８１４または複数のプロセ
ッサ（図示せず）の一部でありうることが認識されるべきである。
【００５４】
　図９は、無線通信システム９００の例を示す。無線通信システム９００は、簡潔さの目
的で、１つの基地局９１０と１つのモバイル・デバイス９５０とを示している。しかしな
がら、システム９００は、１より多い基地局、および／または、１より多いモバイル・デ
バイスを含むことができ、これら追加の基地局および／またはモバイル・デバイスは、以
下に説明する基地局９１０およびモバイル・デバイス９５０の例と実質的に同じでも、別
のものでもありうることが認識されるべきである。さらに、基地局９１０および／または
モバイル・デバイス９５０は、その間の無線通信を容易にするために、本明細書に記載さ
れたシステム（図１乃至図４および図７乃至図８）および／または方法（図５乃至図６）
を適用しうることが認識されるべきである。
【００５５】
　基地局９１０では、多くのデータ・ストリームのためのトラフィック・データが、デー
タ・ソース９１２から送信（ＴＸ）データ・プロセッサ９１４へ提供される。一例によれ
ば、おのおののデータ・ストリームが、それぞれのアンテナを介して送信される。ＴＸデ
ータ・プロセッサ９１４は、トラフィック・データ・ストリームをフォーマットし、この
データ・ストリームのために選択された特定の符合化スキームに基づいて符号化し、イン
タリーブして、符合化されたデータを提供する。
【００５６】
　おのおののデータ・ストリームの符合化されたデータは、直交周波数分割多重化（ＯＦ
ＤＭ）技術を用いてパイロット・データと多重化されうる。さらに、あるいは、その代わ
りに、パイロット・シンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）
、あるいは符号分割多重化（ＣＤＭ）されうる。パイロット・データは一般に、既知の方
法で処理される既知のデータ・パターンであり、チャネル応答を推定するためにモバイル
・デバイス９５０において使用されうる。おのおののデータ・ストリームについて多重化
されたパイロットおよび符合化されたデータは、データ・ストリームのために選択された
特定の変調スキーム（例えば、バイナリ・フェーズ・シフト・キーイング（ＢＰＳＫ）、
直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍフェーズ・シフト・キーイング（Ｍ
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－ＰＳＫ）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）等）に基づいて変調（例えば、シンボル・マ
ップ）され、変調シンボルが提供される。おのおののデータ・ストリームのデータ・レー
ト、符号化、および変調は、プロセッサ９３０によって実行または提供される命令によっ
て決定されうる。
【００５７】
　データ・ストリームの変調シンボルは、（例えば、ＯＦＤＭのために）変調シンボルを
処理するＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０に提供される。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２
０はその後、ＮＴ個の変調シンボル・ストリームを、ＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）９２２
ａ乃至９２２ｔへ提供する。さまざまな実施形態において、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９
２０は、データ・ストリームのシンボル、および、そのシンボルが送信されるアンテナへ
、ビームフォーミング重みを適用する。
【００５８】
　おのおのの送信機９２２は、１または複数のアナログ信号を提供するために、それぞれ
のシンボル・ストリームを受信して処理し、さらには、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に
適切な変調信号を提供するために、このアナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタ、
およびアップコンバート）する。さらに、送信機９２２ａ乃至９２２ｔからのＮＴ個の変
調信号は、ＮＴ個のアンテナ９２４ａ乃至９２４ｔそれぞれから送信される。
【００５９】
　モバイル・デバイス９５０では、送信された変調信号が、ＮＲ個のアンテナ９５２ａ乃
至９５２ｒによって受信され、おのおののアンテナ９５２から受信した信号が、それぞれ
の受信機（ＲＣＶＲ）９５４ａ乃至９５４ｒへ提供される。おのおのの受信機９５４は、
それぞれの信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、およびダウンコンバート）し、この調
整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらにこのサンプルを処理して、対応
する「受信された」シンボル・ストリームを提供する。
【００６０】
　ＲＸデータ・プロセッサ９６０は、ＮＲ個の受信機９５４からＮＲ個のシンボル・スト
リームを受信し、受信されたこれらシンボル・ストリームを、特定の受信機処理技術に基
づいて処理して、ＮＴ個の「検出された」シンボル・ストリームを提供する。ＲＸデータ
・プロセッサ９６０は、検出されたおのおののシンボル・ストリームを復調し、デインタ
リーブし、復号して、そのデータ・ストリームのためのトラフィック・データを復元する
。ＲＸデータ・プロセッサ９６０による処理は、基地局９１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプ
ロセッサ９２０およびＴＸデータ・プロセッサ９１４によって実行されるものと相補的で
ある。
【００６１】
　プロセッサ９７０は、上述したように、どの事前符合化行列を使用するのかを定期的に
決定する。さらに、プロセッサ９７０は、行列インデクス部およびランク値部を備えた逆
方向リンク・メッセージを規定することができる。
【００６２】
　逆方向リンク・メッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータ・ストリー
ムに関するさまざまなタイプの情報を備えうる。逆方向リンク・メッセージは、多くのデ
ータ・ストリームに関するトラフィック・データをデータ・ソース９３６から受け取るＴ
Ｘデータ・プロセッサ９３８によって処理され、変調器９８０によって変調され、送信機
９５４ａ乃至９５４ｒによって調整され、基地局９１０へ送り戻される。
【００６３】
　基地局９１０では、モバイル・デバイス９５０からの変調信号が、アンテナ９２４によ
って受信され、受信機９２２によって調整され、復調器９４０によって復調され、ＲＸデ
ータ・プロセッサ９４２によって処理されて、モバイル・デバイス９５０によって送信さ
れた逆方向リンク・メッセージが抽出される。さらに、プロセッサ９３０は、ビームフォ
ーミング重みを決定するためにどの事前符合化行列を使用するかを決定するために、この
抽出されたメッセージを処理する。
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【００６４】
　プロセッサ９３０およびプロセッサ９７０は、基地局９１０およびモバイル・デバイス
９５０それぞれにおける動作を指示（例えば、制御、調整、管理等）する。プロセッサ９
３０およびプロセッサ９７０はそれぞれ、プログラム・コードおよびデータを格納するメ
モリ９３２およびメモリ９７２に関連付けられうる。プロセッサ９３０およびプロセッサ
９７０はまた、アップリンクおよびダウンリンクそれぞれのための周波数およびインパル
ス応答推定値を導出する計算をも実行する。
【００６５】
　本明細書に記載された実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミ
ドルウェア、マイクロコード、あるいはこれらの任意の組み合わせで実現されうることが
理解されるべきである。ハードウェアで実現する場合、処理ユニットは、１または複数の
特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理
デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラム可能論理回路（ＰＬＤ）、フィールドプログラム可能
ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、マ
イクロ・プロセッサ、本明細書に記載の機能を実行するために設計されたその他の電子ユ
ニット、あるいはこれらの組み合わせ内に実装されうる。
【００６６】
　これら実施形態が、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアあるいはマイクロコ
ード、プログラム・コードあるいはコード・セグメントで実現される場合、これらは、例
えば記憶素子のような機械読取可能媒体に格納されうる。コード・セグメントは、手順、
機能、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェ
ア・パッケージ、クラス、または、命令、データ構造、あるいはプログラム文からなる任
意の組み合わせを表すことができる。コード・セグメントは、情報、データ、引数、パラ
メータ、あるいは記憶内容の引渡および／または受信を行うことによって、他のコード・
セグメントまたはハードウェア回路に接続されうる。情報、引数、パラメータ、データな
どは、メモリ共有、メッセージ引渡し、トークン引渡、ネットワーク送信などを含む任意
の適切な手段を用いて引渡、転送、あるいは送信されうる。
【００６７】
　ソフトウェアで実現する場合、本明細書に記載のこれら技術は、本明細書に記載の機能
を実行するモジュール（例えば、手続き、機能等）を用いて実現されうる。ソフトウェア
・コードは、メモリ・ユニット内に格納され、プロセッサによって実行されうる。メモリ
・ユニットは、プロセッサ内部またはプロセッサ外部に実装されうる。プロセッサ外部に
実装される場合、メモリ・ユニットは、当該技術分野で周知のさまざまな手段によってプ
ロセッサと通信可能に接続されうる。
【００６８】
　図１０を参照して、複数のキャリアからの信号分離を緩和するために、キャリア間隔を
計算することを容易にするシステム１０００が例示される。例えば、システム１０００は
、基地局、モバイル・デバイス、ネットワーク、ＯＦＤＭネットワーク、ユーザ機器等の
中に少なくとも部分的に存在しうる。システム１０００は、プロセッサ、ソフトウェア、
またはそれらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって実現される機能を表す機
能ブロックでありうる機能ブロックを含むものとして示されることが認識されるべきであ
る。システム１０００は、連携して動作しうる電子構成要素の論理グループ１００２を含
む。システム１０００は、無線通信ネットワークにおいて、信号分離を容易にする電子構
成要素の論理グループ１００２を含む。論理グループ１００２は、複数のキャリア間の直
交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル持続時間をベリファイするための電子構成要素
１００４を含みうる。さらに、論理グループ１００２は、複数のキャリアからの信号受信
が最小の時間オフセットを有することを保証するために、時間同期を適用するための電子
構成要素１００６を含みうる。さらに、論理グループ１００２は、複数のキャリアからト
ーン間隔を受信するための電子構成要素１００８を備えうる。さらに、論理グループ１０
０２は、複数のキャリアのためのキャリア間隔あけを実施するための電子構成要素１０１
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０を含みうる。ここで、キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である。論理グループ１０
０２はさらに、実施されたキャリア間隔を受信するための電子構成要素１０１２を含みう
る。さらに、システム１０００は、電子構成要素１００４、１００６、１００８、１０１
０、１０１２に関連付けられた機能を実行するための命令群を保持するメモリ１０１４を
含みうる。メモリ１０１４の外側にあるとして示されているが、電子構成要素１００４、
１００６、１００８、１０１０、１０１２のうちの１または複数は、メモリ１０１４内に
存在しうることが理解されるべきである。
【００６９】
　図１１に移って、無線通信ネットワークにおいて、トーン間隔の整数倍を利用すること
によって、隣接キャリア間の周波数オフセットを識別するシステム１１００が例示される
。システム１１００は、例えば、基地局、ユーザ機器、ネットワーク、ＯＦＤＭネットワ
ーク、モバイル・デバイス等の中に存在しうる。図示するように、システム１１００は、
プロセッサ、ソフトウェア、または（例えば、ファームウェアのような）これらの組み合
わせによって実現される機能を表しうる。システム１１００は、無線通信ネットワークに
おける信号分離を容易にするための電子構成要素の論理グループ１１０２を含む。論理グ
ループ１１０２は、複数のキャリア間での直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル持
続時間をベリファイするための電子構成要素１１０４を含みうる。さらに、論理グループ
１１０２は、複数のキャリアからの信号受信が最小の時間オフセットを持つことを保証す
るために、時間同期を適用するための電子構成要素１１０６を含みうる。さらに、論理グ
ループ１１０２は、複数のキャリアからトーン間隔を受信するための電子構成要素１１０
８を備えうる。さらに、論理グループ１１０２は、複数のキャリアのキャリア間隔あけを
実施するための電子構成要素１１１０を含みうる。ここで、キャリア間隔は、トーン間隔
の整数倍である。論理グループ１１０２はさらに、実施されたキャリア間隔を送信するた
めの電子構成要素１１１２を含みうる。さらに、システム１１００は、電子構成要素１１
０４、１１０６、１１０８、１１１０、１１１２に関連付けられた機能を実行するための
命令群を保持するメモリ１１１４を含みうる。メモリ１１１４の外側にあるとして示され
ているが、電子構成要素１１０４、１１０６、１１０８、１１１０、１１１２は、メモリ
１１１４内に存在しうることが理解されるべきである。
【００７０】
　上述したものは、１または複数の実施形態の一例を含んでいる。もちろん、上述した実
施形態を説明する目的で、構成要素または方法の考えられるすべての組み合わせを記述す
ることは可能ではないが、当業者であれば、さまざまな実施形態のさらに多くの組み合わ
せおよび置き換えが可能であることを認識することができる。したがって、記載された実
施形態は、特許請求の範囲の精神およびスコープ内にあるそのようなすべての変更、変更
、および変形を含むことが意図される。さらにまた、用語「含む」が、詳細説明あるいは
特許請求の範囲のうちの何れかで使用されている限り、その用語は、用語「備える」が、
請求項における遷移語として適用される場合に解釈される用語「備える」と同様に、包括
的であることが意図される。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線通信環境において、信号を分離することを容易にする方法であって、
　直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）ネットワークに関連付けられた複数のキャリア間の
ＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイすることであって、前記ベリファイすることは、
前記複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを保証する、ことと
、
　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するため
に時間同期を適用することと、
　前記複数のキャリアからトーン間隔を受信することと、
　前記複数のキャリアについてキャリア間隔をあけることであって、ここで、前記キャリ
ア間隔は、トーン間隔の整数倍である、ことと
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を備える方法。
［Ｃ２］
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
であるＣ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　キャリア・ラスタを識別するためにネットワークを評価することをさらに備え、
　前記キャリア・ラスタは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいるＣ１に記
載の方法。
［Ｃ６］
　前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記
キャリア間隔を計算することをさらに備え、
　前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮するＣ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔を適用
することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のう
ちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔を利用することをさらに備えるＣ１に記載
の方法。
［Ｃ９］
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術であるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　隣接キャリア上に適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価することによっ
て、ＯＦＤＭシンボル持続時間が、実質的に同一であることをベリファイすることをさら
に備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　無線通信装置であって、
　　直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）ネットワークに関連付けられた複数のキャリア間
のＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイすることであって、前記ベリファイすることは
、前記複数のキャリア間のＯＦＤＭシンボル持続時間の間のマッチングを保証する、こと
と、
　　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するた
めに時間同期を適用することと、
　　前記複数のキャリアからトーン間隔を受信することと、
　　前記複数のキャリアについてキャリア間隔をあけることであって、ここで、前記キャ
リア間隔は、トーン間隔の整数倍である、ことと、
を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに接続されたメモリと
を備える無線通信装置。
［Ｃ１２］
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク



(22) JP 5204302 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信するように構成された少なくとも１つのプロ
セッサをさらに備えるＣ１１に記載の無線通信装置。
［Ｃ１３］
　前記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信するように構成された少なくとも１つのプロセッ
サをさらに備えるＣ１１に記載の無線通信装置。
［Ｃ１４］
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
であるＣ１１に記載の無線通信装置。
［Ｃ１５］
　キャリア・ラスタを識別するためにネットワークを評価するように構成された少なくと
も１つのプロセッサをさらに備え、
　前記キャリア・ラスタは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいるＣ１１に
記載の無線通信装置。
［Ｃ１６］
　前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記
キャリア間隔を計算するように構成された少なくとも１つのプロセッサをさらに備え、
　前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮するＣ１５に記載の無線通信装置
。
［Ｃ１７］
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔を適用
するように構成された少なくとも１つのプロセッサをさらに備えるＣ１１に記載の無線通
信装置。
［Ｃ１８］
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のう
ちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔を利用するように構成された少なくとも１
つのプロセッサをさらに備えるＣ１１に記載の無線通信装置。
［Ｃ１９］
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術であるＣ１１に記載の無線通信装
置。
［Ｃ２０］
　隣接キャリア上に適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価することによっ
て、ＯＦＤＭシンボル持続時間が、実質的に同一であることをベリファイするように構成
された少なくとも１つのプロセッサをさらに備えるＣ１１に記載の無線通信装置。
［Ｃ２１］
　無線通信環境において、信号の分離を可能にする無線通信装置であって、
　直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）ネットワークに関連付けられた複数のキャリア間の
ＯＦＤＭシンボル持続時間をベリファイする手段と、
　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するため
に時間同期を適用する手段と、
　前記複数のキャリアからトーン間隔を受信する手段と、
　前記複数のキャリアについてキャリア間隔をあける手段とを備え、
　前記キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍である無線通信装置。
［Ｃ２２］
　前記キャリア間隔は、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信されるＣ２１に記載の無線通信装置。
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［Ｃ２３］
　前記キャリア間隔は、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク
、サーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄ
ｅ　Ｂのうちの少なくとも１つから送信されるＣ２１に記載の無線通信装置。
［Ｃ２４］
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
であるＣ２１に記載の無線通信装置。
［Ｃ２５］
　キャリア・ラスタを識別するために前記ネットワークが評価され、前記キャリア・ラス
タは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいるＣ２１に記載の無線通信装置。
［Ｃ２６］
　前記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記
キャリア間隔が計算され、前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮するＣ２
５に記載の無線通信装置。
［Ｃ２７］
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔が適用
されるＣ２１に記載の無線通信装置。
［Ｃ２８］
　前記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のう
ちの少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔が利用されるＣ２１に記載の無線通信装置
。
［Ｃ２９］
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術であるＣ２１に記載の無線通信装
置。
［Ｃ３０］
　隣接キャリア上に適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価することによっ
て、ＯＦＤＭシンボル持続時間が、実質的に同一であるとベリファイされるＣ２１に記載
の無線通信装置。
［Ｃ３１］
　コンピュータ読取可能媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、
　前記コンピュータ読取可能媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに対して、複数のキャリア間の直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボル持続時間をベリファイさせるためのコードと、
　前記複数のキャリアからの信号受信が最小時間オフセットを有することを保証するため
に、少なくとも１つのコンピュータに対して、時間同期を適用させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記複数のキャリアからトーン間隔を受信さ
せるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに対して、前記複数のキャリアについてキャリア間隔を
あけさせるためのコードとを備え、
　前記キャリア間隔は、トーン間隔の整数倍であるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３２］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、前
記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク、サ
ーバ、モバイル・デバイス、ユーザ機器、ＯＦＤＭネットワーク、あるいはｅＮｏｄｅ　
Ｂのうちの少なくとも１つを用いて受信させるためのコードを備えるＣ３１に記載のコン
ピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３３］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、前
記キャリア間隔を、基地局、サービス提供基地局、ターゲット基地局、ネットワーク、サ
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Ｂのうちの少なくとも１つから送信させるためのコードを備えるＣ３１に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品。
［Ｃ３４］
　前記ＯＦＤＭネットワークは、無線ネットワーク、ＷｉＬＡＮ、ＷｉＦｉ、ルータ・ベ
ースのネットワーク、あるいはピア・トゥ・ピア・ネットワークのうちの少なくとも１つ
であるＣ３１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３５］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、キ
ャリア・ラスタを識別するためにネットワークを評価させるためのコードを備え、
　前記キャリア・ラスタは、ネットワークと関連しており、許容差を含んでいるＣ３１に
記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３６］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、前
記キャリア・ラスタと前記トーン間隔との最小公倍数を識別することに基づいて前記キャ
リア間隔を計算させるためのコードを備え、
　前記最小公倍数は、柔軟性のために前記許容差を考慮するＣ３５に記載のコンピュータ
・プログラム製品。
［Ｃ３７］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、前
記複数のキャリアから信号を分離するために、ネットワーク内にキャリア間隔を適用させ
るためのコードを備えるＣ３１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３８］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、前
記複数のキャリアから信号を分離するために、基地局またはユーザ機器（ＵＥ）のうちの
少なくとも１つを用いて前記キャリア間隔を利用させるためのコードを備えるＣ３１に記
載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ３９］
　前記時間同期は、衛星ナビゲーション・システム技術であるＣ３１に記載のコンピュー
タ・プログラム製品。
［Ｃ４０］
　前記コンピュータ読取可能媒体はさらに、少なくとも１つのコンピュータに対して、隣
接キャリア上に適用された複数のシステム間に互換性があるかを評価することによって、
ＯＦＤＭシンボル持続時間が、実質的に同一であることをベリファイさせるためのコード
を備えるＣ３１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
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